
日本共産党県政ニュース №
2025.12.16.

発行 日本共産党大分県議団
大分県議会議員 えんど久子

℡・Fax０９７‐５３７‐２３４４

四国への橋やトンネルの要望がないので

83

えんど久子のホームページはっぴーえんど・どっとねっとをぜひご覧ください

昨
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
っ
た
９
月
下
旬
か
ら
毎

年
、
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
ま
す
。
連
日
開
か

れ
る
決
算
委
員
会
で
は
、
ほ
と
ん
ど
質
問
し
な
い
議

員
も
い
る
中
で
日
本
共
産
党
は
２
人
と
も
連
日
質
疑

し
、
５
０
項
目
近
く
を
質
疑
。

決
算
の
な
か
に
は
賛
成
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
え
ん
ど
久
子
県
議
は
、
１
２
月
３
日
の
本
会
議

で
決
算
に
対
す
る
反
対
討
論
。
決
算
審
議
で
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
を
盛
り
込
み
、
県
政
全
般
に
わ
た
り

反
対
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
討
論
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
や
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
（
四
国

へ
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
）
の
広
域
交
通
の
推
進
に
要
し

た
２
０
２
４
年
度
の
額
は
２
６
７
１
万
６
０
０
０
円
。

佐
藤
県
政
２
年
間
の
総
額
は
３
千
万
円
あ
ま
り
。
今

年
度
予
算
と
合
わ
せ
る
と
８
千
万
円
を
超
え
る
見
込

み
で
す
。

県
民
の
要
望
が
強
く
な
い
の
で
、
機
運
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
２
０
２
４
年
度
に
２
６
７
１
万
を
超
え

る
税
金
を
使
っ
た
こ
と
に
対
し
反
対
し
ま
す
。
在
来

線
の
在
り
方
、
人
口
流
出
な
ど
、
県
民
が
負
の
影
響

も
理
解
し
た
上
で
議
論
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
議
論
な
し
に
整
備
計
画
へ
の
格
上
げ
だ

け
で
推
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で
す
。

昨
年
度
の
決
算
を
熱
心
に
審
議

機運を盛り上げようと 税金つぎ込む

身
近
な
要
望
を
優
先
す
べ
き

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
は
、
何
兆
円
か
か
る
か
何

十
年
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
事
業
で
す
。
２
０
０
８

年
３
月
の
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
の
記
者
会
見
で
、

「
海
峡
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
調
査
は
今
後
行
わ

な
い
こ
と
と
す
る
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
今
後
調

査
を
再
開
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

機
運
醸
成
に
税
金
を
使
っ
て
も
実
現
せ
ず
、
税
金

の
無
駄
遣
い
に
終
わ
る
と
考
え
ま
す
。
四
国
へ
の
橋

や
ト
ン
ネ
ル
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
は
、

キ
ッ
パ
リ
中
止
す
べ
き
で
す
。
県
民
の
血
税
も
職
員

の
仕
事
内
容
も
県
民
の
山
積
し
た
要
望
に
応
え
る
た

め
に
活
か
す
べ
き
で
す
。

東
九
州
新
幹
線
マ
イ
ナ
ス
面
も
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工
業
用
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
反
対
で
す
。

工
業
用
水
道
事
業
会
計
は
、
責
任
水
量
制
を
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
基
本
料
金
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
第
１
種
１
５
．

８
円
、
２
種
８
．
８
円
で
、
全
国
平
均
の
２
２
．
９
１
円
に
比

べ
て
か
な
り
低
額
で
す
。
浄
水
経
費
が
か
か
る
一
般
家
庭
の
水

道
料
金
と
比
べ
て
も
、
破
格
の
料
金
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

契
約
し
て
い
る
企
業
は
、
日
本
製
鉄
な
ど
世
界
的
に
も
巨
大

な
大
企
業
で
あ
り
、
内
部
留
保
も
十
分
に
蓄
え
て
い
る
企
業
で

す
。
料
金
単
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
県
政
貢
献
へ
の
繰
り
出

し
に
回
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
安
く
仕
入
れ
た
工
業
用
用
水
を
転
売
し
利
益
を
得
て

お
り
、
県
民
の
納
得
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
内
容
は
？
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

大企業優遇でなく中小業者支援を

「
弾
薬
庫
に
何
を
ど
れ
だ
け
入
れ
る
か
は
防
衛
能
力
を
示
す
こ

安
く
仕
入
れ
た
工
業
用
水
を
転
売

次
に
、
臨
海
工
業
地
帯
建
設
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

に
つ
い
て
で
す
。
６
号
地
の
土
地
の
造
成
企
業
の
償
還
に
昨
年

度
に
約
２
０
億
円
２
５
０
０
万
円
支
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
指
摘
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
民
の
税
金
を
つ
ぎ
込
み
造
成

し
た
も
の
の
、
結
局
予
定
の
企
業
進
出
が
一
部
し
か
な
か
っ
た

負
の
特
別
会
計
で
あ
り
、
大
企
業
優
遇
事
業
の
失
敗
で
あ
り
、

賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
１
９
９

６
年
に
条
例
制
定
し
て
事
業
に
着
手
し
、
当
初
の
起
債
額
は
約

１
２
９
億
円
に
加
え
、
利
子
約
２
０
億
２
６
０
０
万
円
を
含
め

償
還
。
企
業
が
来
る
で
あ
ろ
う
と
１
８
年
間
約
１
５
８
億
円
を

か
け
て
造
成
し
た
も
の
の
、
売
却
が
計
画
通
り
に
進
ま
ず
、
当

初
計
画
で
は
２
０
０
４
年
度
に
完
売
予
定
だ
っ
た
も
の
が
２
０

年
間
も
延
長
し
、
苦
労
し
て
売
却
し
て
き
た
事
業
で
す
。
こ
の

よ
う
な
負
の
遺
産
の
事
業
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

企
業
誘
致
に
苦
労
し
２
０
年
伸
ば
し

最
後
に
、
年
度
大
分
県
港
湾
施
設
整
備
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
で
す
。

こ
れ
も
港
湾
施
設
の
維
持
管
理
や
大
分
港
大
在
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
等
の
管
理
運
営
や
港
湾
技
能

施
設
整
備
な
ど
、
約
１
６
億
２
４
０
０
万
円
の
決
算
で
あ
り
、

大
企
業
優
遇
の
事
業
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

造
成
に
年
２
０
億
２
５
０
０
万
円

日
通
な
ど

２
社
だ
け
の
た
め
の

ク
レ
ー
ン

日本共産党は幅広い中小
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